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0．はじめに
　本稿は，日本語とタイ語の問にみられる表現法の違いを考察するもの
である。日本語とタイ語では，事象の捉え方，把握の仕方がどのように
異なり，それがどう言語表現に反映しているのであろうか。両言語間に
おける表現法の違いを指摘し，そこから，それぞれの言語がどのような
傾向をもっているのかを述べることを本研究の目的とする。
1．先行研究と研究方法
　従来，日本語の表現には「ナル型」，「状況重視型」，「動詞中心（コト
指向）」，「主観的叙述」などの傾向があると指摘されてきた（池上1981，
1982など）。これらは，英語の「スル型」，「人間重視型」，「名詞中心
（モノ指向）」，「客観的叙述」という傾向との対比としていわれてきたも
のである。また，英語の「静止・結果重視」という傾向（一見「スル型」
の特徴とは矛盾する1〕。）に対して，日本語は「動き・過程重視」の言語
（これはナル型と通じる。）であるともいわれる（影山1996）。
　一方，タイ語に関しては，無生物主語をとる使役文や，現れる頻度が
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少ないといわれる受身文の研究（田中2000など）などの中で，日タイ語
の表現法の違いについて言及されることがあるが，タイ語全体の表現傾
向について考察された研究は見当たらない。そこで，本稿では，従来か
らいわれている日本語の表現の傾向に対して，タイ語ではどのような傾
向が見られるのかを探ることとする。
　言語資料：は，小説『星の王f一さま』（原文フランス語）の日本語訳版，
タイ語訳版のほか，日本語の現代小説数冊とそのタイ語訳版を用いる。
同・の場面で日本語，タイ語それぞれがどのような表現形式をとってい
るのか，その違いがわかりやすいためである。また，インフォーマント
による作例も用いる。インフォーマントは，タイ語の共通語話者で，日
本在住の留学生・社会人，タイ在住の学生・社会人である。（20～40代
の男女で，専門学校・大学の学生と，大学・大学院卒の社会人）
2．表現の比較
2－1．ナル型・スル型
　日本語は物事を自然本位的あるいは非人間的に表現する傾向があると
いわれる。例えば，「財布が見つかった」，「彼女と友達になった」など
のように事態を自然発生的に表現する（影山1996）。そのため，英語の
ように行為者を主語にして「誰がどうする」と表現するスル型言語に対
し，日本語はナル型言語であるといわれる（池上1981など）。この点，
タイ語ではどのような傾向が見られるだろうか。
（1）磁　磁鞠　　stiistii　maa　cgu　kaOwaan
　　あ舗　　声　　澄んだ　　来る　澄んだ朗々とした
　　〔へんな，小さな麟鍵渉るので，〕
（2）錨　購　looi㎞6m　maa　cbak　mっりbai　tootoo
　　あ捧　　煙　　　昇る　上がる　来る　から　　鍋　　〔類〕　大きい
（星Pl！）
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　　〔大きな鍋から麟難灘いて，〕
（3）baaOthii　kso　麟　顯　budi　tit　klhp　maa　dOai
　　　時々　　も　轟着　匂撫　煙草　付く　帰る　来る　　も
　　〔戻ってくると煙草藁i鰹繊だ吟奮藩。〕
（4）k60n　thiaU　嚇　購　maa　chak　maaf
　　　前　　　止午　　灘灘　　　灘1簸　　　来る　　から　マーヴ
　　〔昼前にマーヴから電譜がかかウ難。〕
（ロPll8）
（ブP16）
（ロP53）
　タイ語では，音や声，匂いなどの発生は「人が音／声を聞く」，「人が
匂いを感じる」のような形では表されない。（1）～（3）のように，
音を聞いたり，においを感じたりする主体である人問は明示されず，
「声がある，煙がある」というふうに，自然に事態が発生しているとい
う形で表現される。また，（4）も同様で，人為的な表現ではなく，「電
話があった」という自然発生的な表現になっている。その点，日本語に
近いようである。しかし，次のような例もあり，　・概にナル型とはいえ
ない。
（5）　」L～k5〔）khωω　　toc　nklaa〔〕khωωn　　kO？　　cb？　　dai　6h萄　　pen　　baan
　　　　だから　　　　　　夜　　　　ヒツジ〔助〕　得る　僕う　として　家
　　kh60n　man”
　　　の　　そいつ
　　〔「～夜になったら，これ，ヒツジの家になるよ。」〕　　　（星pl9）
（6）ph6m　t60　c蓋駈　wee［aa　naan　phoo　s6mkhuan　phd）a　cb？
　　僕一・しなければならない使う時間　　長い　　十分　　適」Tlな　　ために　〔助〕
　　dfii　rUu　thiimaa　kh600　cauchaain50i
　　得る知る　　故郷　　　の　　　　Eゴ・さま
　　〔王∫一さまが，いったいどこからきたのか，それがわかるまでは，
　　だいぶ時間がか漆りました．〕　　　　　　　　　　　　（星P17）
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　（5），（6＞で，日本語は「ヒツジの家になる」，「だいぶ時間がかか
る」というように，ナル的表現になっているが，タイ語では，「ヒツジ
がこれを自分の家として使う」，「僕は長い時間を使った」というように
スル的表現になっている。タイ語は，ナル型かスル型かどちらか一方の
傾向のみが強いわけではないようである。
　また，次のような例もある。
（7）kh60san5e　［aunfi　曝藤　cauchaain60i　thd）O　yiOn6k
　　　提案　　このような驚麟　　　王チさま　関心を抱くとても
　　〔こういわれて，王子さまはひどく気にさわったようでした。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星p20）
（8）pha・p　khTan　kh6・O　ph6m灘phin・kkhti・klua　kan
　　　絵　描いた　の　僕　難i蘇　　彼ら　怖いk二いに
　　baao　mtii
　　いくらか　　〔疑〕
　　〔〈これ，こわくない？〉〕　　　　　　　　　　　　　（星p8）
　（7），（8）とも，日本語の方は「気にさわる」「こわい」と，ナル的
表現になっている。一方，タイ語の方は，thamhai〔させる〕という動
詞を使って，主語の位置に原因（「このような提案」「僕の描いた絵」）
がきて，述語の部分に結果（「王子さまがとても関心を抱く（気に障る）」
「大人が怖がる」）がくるという形になっている。一般に日本語の使役構
文では無生物主語が成り立ちにくいといわれるのに対し，タイ語では上
の例のようなthamhaiを使った無生物主語の使役構文がよく見られる。
田中（2002；p96＞はthamhai〔させる〕以ドの動詞（上の例では「気に
障る」「怖がる」）には感情動詞など，非意志的な動詞が多く現れると述
べている。そして，thamhaiは必ずしも使役を含意せず，因果関係を表
し，結果事態を導く用法（次の例）があると述べている。
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（9）　aakbat　　r5．　on　　鐡　　nωai　Oaai
　　天候　　暑い　　響繕編　　疲れる簡単な
　　〔暑くて疲れやすい。〕 （田pP2002　　p97）
　このような用法は，タイ語の結果指向性を表しているといえる。タイ
語の結果重視の傾向については次に述べるが，ここではH本語のナル型
傾向に対し，タイ語はナル型ともいえず，また英語のようにスル型にも
偏っていないということを確認した。
2－2．経過重視・結果重視
　日本語の表現のもう1つの傾向として，動き・経過重視ということが
ある。これはナル型とも通じるものである。この点，タイ語ではどのよ
うな傾向がみられるだろうか。
　いくつかの動詞を比較してみる。まず，日本語の「持つ」，「知る」，
「覚える」は，状態変化を表すのに対して，対応するタイ語のmii〔持
つ〕，rau〔知る〕，　cam〔覚える〕は「持っている状態」，「知っている状
態」，「覚えている状態」という静tkした状態を表す。ゆえに日本語の
「持つ」，「知る」，「覚える」には「～ている」を付けることができるが，
状態動詞であるmii，　niu，　camはすでに継続性の意味を持っているため，
yUu〔～ている〕を付けることができない。
　次に，姿勢動詞を見てみる。まず，日本語の「座る，立つ，横たわる」
などの姿勢動詞はやはり，静止状態よりその状態に至るまでの過程，つ
まり身体の「動き」を表す。そのため「座っている状態」を表すには，
「～ている」を付けるのが普通である。この点，タイ語のnap〔座る〕，
yωωn〔、［tlつ〕，　n　30n〔横たわる〕も同様で，「座っている状態，171って
いる状態，横たわっている状態」を表すにはytiu〔一ている〕を付け
る。
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（10）　thaakhaasi　k5：）　　タ面血　　y赴翁　　troOnan
　　　　崇　　〔強調〕
　　〔崇が立っていた。〕 （ロP89）
　つまり，タイ語の姿勢動詞は基本的には動作性を備えている。このよ
うに，個々の語をみれば，動作性を備えたものも状態性を備えたものも
あるが，全体的に見ると，タイ語は静止・結果重視の傾向が強いという
印象を持つ。以下の例のように，同じ事態を日本語は動作動詞，タイ語
は状態動詞miiで表現しているケースがよく見られるからである。
（11）“s（ba　thii　灘鵜　sii　dii　kwba　n謡～”
　　　　　　　　　れじ服〔関〕濁灘色いいより わ
　　〔「色の熱霧難ものがいいわ。～」〕　　　　　　　　　　（ロp80）
（12）weelaa　thii　khtiai　khrのaOpradap　？bok　pai　chtin鹸1
　　　時　〔関〕売る　装飾品　　出る行く私纒，
　　khwaamnlus（bk　plSεkpleεk　sam5e
　　　　気持ち　　　　　　変な　　　　いつも
　　〔ジュエリーが売れるとき，いつも不思議な気持ちに鷹簾。〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロP61）
（13）chtin　購　khwaamsOk　caO
　　　私　　嶺毒　　　幸福　　　本当に
　　〔私は幸福に…鞍1饗。〕　　　　　　　　　　　　　　　　　（白p12）
（14），aankhaafe・・ti・teendaat　yti・thii　beer・a・譲Sund・y
　　　　カフェ　　スタンダール　ある　〔関〕　ブレラ　灘るサンデイ
　　Brunch（aahtianchaau　khtiap　klaaOwan　s5mrap　wan？aathft）
　　ブランチ　　　　食事　　　ほとんど　　昼間　　　のため　　　日曜
　　bOεp　？ameerikans＞of　d自ai
　　ような　　アメリカ式　　　も
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〔カフェ・スタンダールはブレラにあって，アメリカ式のサンデイ
ブランチを懲…難。〕　　　　　　　　　　　　　　　　（ロp65）
　これらの例では，日本語では「（色が）つく，なる」などの状態変化
動詞や，「出す」などの動作動詞が使われているが，タイ語では状態動
詞miiが使われている。日本語で「なる」が用いられた場合に対応する
タイ語の．表現をさらに見てみる。
（15）　‘‘～k5っkhω〔o　　麟麟齢姦｝購　　kb？　　ch？　　dai　chAi　pen　　bAan
　　　　　だから　　　　　　鞍　　　　　ヒツジ〔助〕　得る　使う　として　家
　　khうon．　man”
　　　の　　そいつ
　　〔「～夜に1な遜毒鱗，これ，ヒツジの家になるよ」〕　　　（星p19）
（16）　‘L～ch5n　　dtip　　fai　繍義鋤　　1εεuk5：）　cbt　mbi　？iikthii
　　　　私消す火　纏　 そして付ける新たにもう一度
　　麟麟轟～”
　　　鋤
　　〔～朝にな灘と火を消す。夕露鱗羅藩と，火をつける。～〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星P79）
（17）khft　waa　phr［iDnfi　麟難灘i難轟
　　　　　　　　　　　　，　膏　　　「　　「’　”　tt　　’　　　　　　「t’ttttt　　「t
　　思う　　一と　　明日
　　〔明Uは，欝羅鱗灘i鎧だろう。〕
（18）“th且a　pOu　鹸　aria　pai　ciOciD　ph6m　t60　klaai　pen　khon
　　　もし　祖父縫樽i灘器何か行く本当に　僕一一なければならないほとんど一である人
　　rtii　yaat　khbat　mit　t60　講薄　tua　khondiau　nai　160k”
　　無い親戚欠ける友人一なけれ｛縦な・蘇鵬・人　中世界
　　〔「もしものことがあったら，ぼくは一人ぼっちに鑓難」〕（ブpl51）
（19い～khamt60p　kh500　meε　kso　khωω　‘p面∵か醸論　Uaila’
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　　　　　答え　　　の　　　母　〔強調〕一である瞬驚も旗「．灘　　　〔感〕
　　～，，
　　〔「～i熊鷺森毒ことに決めたんだって。～」〕　　　　　　（キp24）
（20）　ch話n　　thf【〕　　tua　　loO　　bon　　soofaa　　s（b〔〕　　幽藁二鱗　　khうo〔〕
　　　私　捨てる身体下ろす　と　ソファー　〔関〕磁藩鋪磯懸　　　の
　　ch益n　nai　㎞ωωn　nfi　dbp　fai
　　　私中夜この消す火
　　〔そして，今宵私の騰灘擁幾そのソファーにたどりつくと，電
　　気を消した。〕　　　　　　　　　　　　　　　　（キp27）
　（15），（16）を見てみると，夜にナル，朝にナルなどの時間の変化を
表す場合，タイ語では夜，朝，などの時間表現をそのまま示し，変化に
当たる言語的表現（日本語ではナル）はない。また，（17）のような
「雨にナル」はそのまま「雨が降る」と表現する。（18），（19）の「ひと
りぼっちにナル」「（男性が〉女にナル」のようにある状態にナル場合は
pen〔～である〕を用いて，ナル過程ではなく，結果状態を表すのであ
る。（20）も同様に，私のベットでなかったものが，私のベットとナリ
（変化），今は私のベットでアル（結果）という出来事を，日本語では過
程のナル，タイ語では結果のアルで表す。
　つまり，タイ語は途中経過よりもその結果状態に着目しているのであ
る。このように，日本語の動き・経過重視に対し，タイ語は傾向として
は，静止・結果重視であるといえる。
2－3．受身表現
　タイ語は日本語に比べて受身文の現れる頻度が少ないといわれる（田
中2002など）。通常日本語では受身文で表すところを，タイ語では能動
文で表現する場合が多い。ここでは，日本語の受身文と，対応するタイ
語文とを比較してみる。
56
日タイ対照研究　（占田　玲1’・｝
2－3－1．「～（ら）れる」と「～てある」と「mii．．．V　wai／yOu」
　まず、例を以下に示す。
（21）khaaOkhfiaO　phaap繍　naOraan　thii　　．　phG）a　ssc　m
　　　　隣　絵ある櫓〔関〕織欝薄縁譲《ために直す
　　phfiap
　　　絵
　　〔絵画の両側には，～修復作業川の櫓が維ま樵ていた。〕　（ブp87）
（22）翻　　phiaU　r自up　kamphεεO　p磁δt　yOu　nai　phfiap
　　ある　だけ　　絵　　　　壁　　　　舞轟る　一ている中　　　絵
　　〔その版画は，まるで写真のように精密に難灘購繍矯るだけのもの
　　だった。〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ブp131）
　（2Dの日本語の受身文「組まれている」は「組んである」と，亨い換
えができ，対応するタイ語は「mii＿t50　w6i」〔ある…糸fiんでおく〕であ
る。（22）も日本語はやはり「描かれている」を「描いてある」と言い
換えることができ，タイ語は「mii＿praak6t担u」〔ある…現れている
（描かれている）〕となる。この「mii＿V　wai／yUu」構文は［il中（2002＞
も指摘しているように，日本語の「～てある」構文との類似性が認めら
れる。まず，日本語の受身文と「～てある」構文との関係を考え，次に
「～てある」構文と「mii＿V　wai／yOu」構文とを比較してみる。以ドは
影［Ll（1996）から，受身文とトてある」構文に関する部分をまとめた
ものである。
　「一てある」構文は，基本的には他動詞に付いて，行為が完∫した
あと何らかの結果状態が残っていることを示す。受身文と「一てある」
構文の共通点は，動作．Lの存在が前提となっている点である，、
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（23）桜の木が公園に植えられた。（受身文）
（24）桜の木が公園に植えてある。（「～てある」構文）
　「植えられた」も「植えてある」も，誰かが木を植えるという行為
を前提としている。山に自然に生えている木について，「植えられた」，
「植えてある」とはいえない。
　次に，受身文と「～てある」構文の相違点は，動作主を統語的に表
示することができるかどうかという点である。
（25）市の職員によって桜の木が公園に植えられた。
（26）＊？市の職員によって桜の木が公園に植えてある。
　（25）の受身文では動作主を統語的に表示することが可能であるが，
（26）の「～てある」構文では表示することができない。しかしなが
ら，「～てある」構文では，動作主は表面上，姿を現さないだけで，
統語構造にゼロの形式で存在するものと考えられる。動作主の存在は，
「わざと」や「ていねいに」といった動作主指向の副詞や「～するた
めに」という目的節が生起することから立証される。
（27）廃屋に見せるために，わざと窓が壊してある。
（28）プライバシーを守るために，意図的に名前が隠してある。
　以上のように，受身文と「～てある」構文は共に動作主の存在を背
景とする点で共通しているが，その動作主を統語的に表示できるかど
うかという点で差異が生じる。
　そこで，タイ語を考えてみると，「～てある」構文に対応する
「mii．．．V　wai／yilu」構文はやはり意味的に動作主を含意するが，統語的
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に反映させることはできない。しかし，「～てある」構文同様，動作k
指向の副詞や目的節（ドの例では「絵を直すために」）が生起すること
から，動作i・1は統語構造にゼロ形式で存在するといえる。
（29＞　khaaOkhaa【〕　phaap　　mii　　na【〕raan
　　　　隣　　　　絵　　ある　　櫓
画
　　　絵
　　〔絵画の両側に1ま，－1箋”ix／i　Ii
thii　　め9　　wai　　雌L＿＿
〔関〕組む…　“rあ葛ために　直す
の櫓が紐まれてい驚。〕　（ブp87）
　また，日本語では，「～てある」構文に対応する受身文が存在するが，
タイ語では「mii＿V　wAi／頭u」構文に対応する受身文は存在しない。
影山（1996）によると，「～てある」構文に用いられる動詞は，状態変
化ないし位置変化を意図的に引き起こす他動詞でなければならない。つ
まり，はっきりとした動作iモを要求するような動詞である。しかし，タ
イ語ではその動作主をあえて伏せた表現を用いるのである。田中
（2002；pl65）はこのことに関し，次のように述べている。以下は要約
である。
　日本語では「～てある」「一（ら）れている」で表される文も，タ
イ語ではmiiを用いて，ある結果事態がすでに存在するという意味で
述べられる。「誰が何をした」ということよりむしろ，「何が起こった」
ということについての関心が表現の焦点となる。行為中心というより
は結果中心ということに重きが置かれる。
（30）　a，雌i　　chΦω　　嚢董姦蹴　　ジ転組　　thTi　na［〕sωω
　　　ある　　名前　　書く　　ある　　に　　　本
　　〔本に名前が書かれている。〕
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　b．蝕随　　ch6）ω　　kh墨an　　Wξ経　　thii　na〔〕sωω
　　ある　　名前　　書く　　おく　に　　　本
　〔本に名前が書いてある。），i
（a，bとも田中（2002；p165）からだが，　a，　bの順序は変えてある。）
　（30）a，bは，「誰が書くという行為を⊥よか」ではなく，「すでに
（誰かによって）書かれた／書いてある名前があ亙」という結果に重点
が置かれた表現になっている。ここでも，タイ語の結果重視の傾向が現
れているといえる。
2－3－2．mii．．．V・wai／yOu以外の場合
　ここでは，日本語の受身文が「mii＿V　wai／頭u」構文以外のタイ語
文で表されるケースを見てみる。
（31）thiithamOaan　kSo　pen　h50　thTi　㎡蓋　tiaO　duunaanoon
　　　　職場　　　〔強調）一である部屋　〔関〕　議るベッド　眠りやすい
　　khnbaty6k
　　　巨大な
　　〔実に眠りやすい巨大なダブルベッドが撰瀞難驚糖瀧。〕　（白p25）
（32）m6）a　灘　phaap　sTin査amman　rd）ω　phaap　theempooraa　kau
　　　時議暴絵　油彩　または絵　テンペラ占い
　　16mkhaa　sbO　maa　ssom　ph5ap　yfiakyfiak　mak　thUuk　s60
　　価値のある送る　　来る　　直す　　　絵　　　難しい　・しがち一．される送る
　　maa　hfii　ph6m　pen　khonrapphltch60p
　　来る　に　　僕　・一として　　　責任者
　　〔詩ち選まれる年代物の油彩画やテンペラ画の中でもとくに難しい
　　ものがぼくのところに多く回ってきた。〕　　　　　　　（ブp34）
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　田中（2002）の説明を借りて（31），（32）を説明すると，日本語では
「ベッドが置かれた」「絵が持ち込まれる」というように対象物とその発
生現象が．・体化されるが，タイ語では，「ベッドがある」「絵がある」の
ように対象を提示化するだけである，ということになる。この（31），
（32）の例は，タイ語の結果重視という傾向を「mii＿V　wai／ytiu」構文
よりもさらに反映した表現といえるだろう。単に「対象物がある」と言
っているだけなのである。（誰かが〉置いたり持ち込んだりしたからあ
るのであるが，それを言わずに，結果としての「ある」という部分だけ
を述べている、，原文の日本語では述べられているにもかかわらず，タイ
語に翻訳したとき，経過の部分は現れてきていないのである。
　さらに，以ドのような例もあった。
（33＞tbε　tee　mai　yっっm　　too　waa　niusd）k　tδ，ωntεndii
　　でも　彼女　〔否〕　認める　彼女　δっ　感じる　　興奮する
　　waa？aat　mii㎞on　　　　　　　・鯨鷲
　　～とかもしれないいる人　待うi
md〕a　khft
時　　思う
　　〔駄目，見ら麟欝るかもしれないって思ったほうがドキドキする，
　　と拒否してきかない，〕　　　　　　　　　　　　　　（ブpl5）
（34）　phOuchaai　r60kcit　khonn（bO　　麟き叢奪蜘　　thee　　l6εukso　　khAa
　　　　5」　　　精神病　　　・人　　　　t’tttt　　　　　　そして　　殺す
　　thg∈∋　　taai
　　彼女　死んだ
　　〔気の狂った男にゆ嫉まわされて，殺されたのだ。〕　　（キp73）
　（33）は能動文にすると「誰かが私を見る」，（34）は「気の狂った男
が彼女をつけまわした」となる。（33）と（34）の共通点は動作．」三が有
性の対象に対し，ある動作を行う，という点である。タイ語文は両方と
も，そのまま「動作主が（対象に対し）～する」という形になっている。
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このような「～てある」構文に置き換えができない視覚動詞や動作動詞
の受身文の場合，タイ語では通常の能動文で表すのである。なお，（33）
の動作主（khon〔人〕）の前にmiiがあるのは，動作主が不特定である
ことを表すものであるが，ここでは細かい説明は省略する。
2－4．主語の省略
　口本語は文脈上必要がない場合，主語が省略されることがよくあるが，
タイ語にも同じような現象が見られる。
（35）‘‘藤　？60kkamlaOkaai　thii　im　ca？　h6nwaa　mii　Oaan　khaaη
　　纏婆　　　運動する　　　　で　ジム　〔感〕　一らしい　ある　仕事　　未完の
　　ybu　？60kkamlaOkaai　s色t　IOεu　cb？　looi　鱒義　thii　thamOaan”
　　ある　　　運動する　　　終わるすでに　〔助〕それから嚢装　に　　仕事する
　　〔「鍵繕。やり残した仕事があって，そのあとそのままオフィスに
　　臨羅っていたから」〕　　　　　　　　　　　　　　　（ロp25）
（36）・・？aau　墓麟　　ybu　rd）ω”
　　〔感〕　蟻繊可いる〔疑〕
　　〔「麓羅薫たんだ」〕　　　　　　　　　　　　　　　　（ブp67）
（37）‘‘taOcai　waa　ch？　纏猟…藤譲襲奪　韓　shkph6k　phoo　saph5ap
　　つもり　　という　〔助〕　嚢羅ex’k　羅霧護織藩　　少し　　　時　　　状況
　　dIcai　dii　khG・n？a・t綴i藁轟thぎk・張kaan・5・m　pha・p
　　　心よく上がるかもしれな・難選雛　技術　1鞭　　絵
　　taam　rooOrian　srnlapb？”
　　周り　　　学校　　　　美術
　　〔「しばらくは毒瞬騨縷騨つもり。少し元気になったら，どこか
　　の美術学校で修復術を灘講ことになるでしょう」〕　　（ブplO9）
（35）では，誰がジムに行ってそれからオフィスに行くのか，その主
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語が省略されていて，（36＞では誰が起きるのか，やはりそのi語が省
略されている。（37）も同様である。このように，日本語でもタイ語で
も，話し手と聞き手の相圧理解がある場合，あえて主語を言わないこと
が多い。また，タイ語では主語に限らず，時制を表す助詞なども文脈ヒ
理解可能な場合は省略されるのが普通である。
（38）soothaar60　bsok　waa～
　　　宗六く餌；　　　醤う　　～と
　　〔さっき，宗太郎は書ってい光。〕
（39）　」‘mhi　thataoaan　　rc￥）o）”　　“tham　　si？”
　　〔d〈［〕　　働く　　〔疑〕　　する　　さ
　　〔「働かないの？」「働くさ」〕
（キp48）
（ブp142）
　日本語の場合，過去について述べている（38）では動詞が過去形
（「言っていた」）になっており，未来についての（39）では動詞が非過
去形（「働かない」，「働く」）になっている。一・方，タイ語には語形変化
はないが，過去や未来を表す助動詞がある。しかし，（38）でも（39）
でもそれらが省略されている。（38）の文の背景は次の通りである。発
話者みかげは昼間，宗太郎と会った。そしてその夜，昼間宗太郎が言っ
たことをもう．．一度「彼はこう言っていた」と繰り返しているのである。
だからbさokは過去だと言語的に明示しなくても，状況から過去のこと
だとわかる。このようなことから，タイ語は日本語以Lに文脈依存型の
言語であるといえる。
3．日本語に対するタイ語の表現の傾向
　2－1で，日本語のナル型傾向を再確認し，対するタイ語はナル型でも
スル型でもないことを確認した。2－2では，日本語が動作動詞で表現す
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るところを，タイ語は状態性の動詞を用いて表現することが多いという
指摘をした。ここから，日本語の動き重視に対し，タイ語の静止重視性
が見出された。2－3では，日本語では受身文で表現するところを，タイ
語では様々な能動文で表現するということを述べた。特に，「～てある」
に置き換えられるような日本語の受身文は，タイ語では「mii＿V　wai／
yinu」という「～てある」構文に相当するような形で表されることが多
いということを述べた。あるいは「mii＿」という形で存在のみをいう
場合もある。ここでは，動作主の存在や，結果に至る経過よりも，結果
自体を重視するタイ語の傾向が確認された。また，2－4では，日本語と
同じくタイ語でも主語の省略が見られることと，さらにタイ語は時制の
表示も省略される場合があるということを述べた。ここに，タイ語の日
本語以上の文脈依存性，状況重視性が認められる。
　これらのことから，日本語の動き・経過重視の傾向に対し，タイ語は
静止・結果重視であるということができる。静止・結果重視というと，
1－1で述べた英語の傾向としていわれるスル型もそうであった。しかし，
2－3の受身表現の日タイ比較を通して，タイ語は行為者をあまり問題に
しない傾向があることが確認された。（主語が明示されず，「誰が～した」
というよりも「何が起こった」というところに重点を置いた結果中心の
表現となっていた。）さらに2－4でも，主語や，時制の言語的表示の省略
がよくあることから，日本語以上の文脈依存性が明らかになった。
　ゆえにスル型の人間重視とは異なり，タイ語は状況重視なのである。
しかし，日本語の経過状況重視とは異なる，結果状況重視である。静的
で，結果重視で，状況重視という傾向をまとめると，タイ語は「アル型」
の言語であるということができるだろう。アル型とは，「動き」に通じ
るナル型とは異なり，「静止」に通じるものである。また，使役者の存
在も重要視されない。つまり，誰がシタにしろ，自然にナッタにしろ，
そういったことはあまり問題ではなく，結果，どうでアルかが重要視さ
れるのである。結論として，日本語の「ナル型」に対し，タイ語は「ア
64
日タイ対照研究（吉田　玲子）
ル型」言語であるということができる。
4．おわりに
　本稿の目的は，日本語とタイ語における表現法の違いを指摘し，そこ
から，それぞれの言語がどのような傾向をもっているのかを述べること
であった。そして，日本語のナル型・経過重視に対し，タイ語はアル
型・結果状況重視の傾向があるという結論を導き出した。日本語は事象
を動的に捉え，経過途中に視点を置く。一方タイ語は，静的に事象を捉
え，結果に視点を注ぐ。そのような事象の把握の仕方の異なりが，それ
ぞれの言語形式に反映されているのである。
　最後に、今回は主に日本語をもとにタイ語の実態を探る，という形と
なったが、今後は外国語との対照を通して，今まで気が付かなかった日
本語についての新事実を探っていきたい。
注
1）影山（1996；p276）は「英語は行為者の立場に立つことによって，結果状
　態に注意を絞り込むことができるのである。」という説明で，スル型の視
　点と結果重視の傾向という一見矛盾する特性を繋ぎ合わせている。
2）1．例文の中で，「～」は省略，〔関〕は関係代名詞，〔感〕は感嘆詞，〔助〕
　は助動詞，〔疑〕は疑問詞，〔否〕は否定辞を指す。日本語訳の後ろに日本
　語版の出典の略称（本稿末参照）とページを示している。作例については
　何も表示していない。また，便宜上，例文に下線を引いたり，網掛けをし
　ている部分がある。
　2．タイ語の発音記号は『実用タイ語会話1』（佐藤正文，他1998再訂版）
　によっている。他の論文から引用した例文で，異なる発音記号を採用して
　いるものも，本稿内での統一を図るため上記の発音記号に変更している。
3）mii．。．V迦〔～て並〕と　「～　（ら）れている」，　mii＿V庶〔～ておく〕
　と「～てゑゑ」はもちろん正確に対応しているわけではない。（29）では，
　mii＿V　w6i〔～ておく〕が「～て墨」となっている。　mii＿V　wai／y加
　を日本語に訳すとき，「～（ら）れている」と「～てある」のどちらにす
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るかは，訳者による。
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The　contrastive　study　of　Japanese　and　Thai
－The　inclination　of　linguistic　expressions一
YOSHIDA，　Reiko
　　The　o切ect　of　this　study　is　to　indicate　the　difference　of　how　to　expressions
between　Japanese　and　Thai，　and　to　state　the　inclination　of　linguistic　expressions
in　each　languages．
　　It’s　said　that　Japanese　language　has　the　inclination　ofηαr配一type，　making　a
point　of　situation，　being　su切ective　and　making　a　point　of　the　process．　And　it’s
said　that　Bnglish　language　has　the　inclination　of　5配r配一type，　making　a　point　of
human　being，　being　o切ective　and　making　a　point　of　the　result．　Then　how　is
Thai　language？
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　　In　this　study，　citing　instances，　I　state　that　Thai　language　has　the　inclination　of
making　point　of　the　situation　and　the　result　of　the　situation，　not　process．　As　a
result，　I　stated　that　Thai　language　has　the　inclination　of　aru－type．　Because　Thai
makes　much　of‘‘how　it　is（aru）”，　not“who　dose（suru）”or“how　it　becomes
（naru）”．
（人文科学研究科日本語日本．文学専攻　博士前期課程修了）
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